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ユ.;石灰石鉱業の沿革と現況

且.1沿革

韓国の石灰石鉱業は1960年頃より急激な発展を見せて

きている｡他の多くの国と同様に韓国の石灰石の主要な

用途はセメント用であり,セメントの生産もまた著しい

成長を示してきている｡1960-1985年間の韓国の石灰石

とセメントの生産量の推移を16-1図に示した｡石灰石鉱

業の成長は1960年以後の経済開発,5カ年計画の施行に

伴うセメント需要の急増によるものと,1973年の浦項製

鉄所稼働に伴う製鉄･製鋼用石灰石の消費の増加による

ものである｡1985年の生産量は,石灰石31,037×103t,

セメント20,424×103tである｡

韓国政府の地質調査機関は1950年代末頃から主として

セメント用の石灰石を中心に調査を進め,その資源量を

確保したが,1980年代に入ってからは浦項,光陽地区の

製鉄所に必要な石灰石の調査に重点を置いているようで

ある｡

1.2現況

1982年の韓国の石灰石の稼行鉱区と稼行鉱山数を道別

に示すと表16-1のようにたる｡

この表から明らかなように韓国の石灰石の主要た産出

地区は江原道と忠清北道である｡1982年に稼行している

150鉱山のうち主要た鉱山は表16-2の通りである｡表16-

2に掲げた17鉱山で韓国の石灰石総生産量の約93老を占

めている｡
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16-1図韓国の石灰石,セメント生産量およびセメント輸出量の一

推移(単位×106t)

表16-1韓国石灰石稼行鉱区並びに稼行鉱山数(1982年)

一

稼行鉱区数20124131118

稼行鉱山数1569953

�����

�㈳��

(1982年末の登録鉱区数1942)

1)元所員:〒270-11千葉県我孫子市柴崎台3-15-15

1990年1月号
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表16-2韓国主要石灰石鉱山および生産実績

(単位:1,000t)

ノ

(セメント用石灰石鉱山)

鉱山名1982年

蟹龍東海

東洋第一

壁龍寧越

星信洋灰

韓一セメント

亜細亜セメント

現代セメント

蟹龍聞慶

高麗セメント

セメント用合計
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(製鉄用石灰石鉱山)

鉱山名1982年

将子堤川

将子丹陽

将子永川

平海

青林

Daeseong寧越

鉱振Yonggog

忠一

製鉄用合計

(資料:動力資源部,崔ほか1984より引用)

表16-3
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1981韓国の宿灰石用途別出荷状況(単位:1,000t)

製鉄用製鉄

製鋼

その他

合金鉄

計

化工用ソｰダ灰

カｰバイト

石膏

計

窯業ガラス

陶磁器

計

農業石灰肥料

飼料添加剤

計

��　
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3,242(11.6タ6)
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111(O.4タ6)

㌶　

㈰　

560(2.Oラ6)

食品精糖8

充填材軽タソカル

重タソカル

計

その他製紙･パルプ･煉瓦･

部門皮革加工･非鉄

土建その他

�

�

22(0.1タ6)

㌳��㈥�

1,033(3.7劣)

計5,754(20.6%)

セメント

合計

(金,1983による)
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28,024(100タ6)
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16-2図韓国のセメソト工場分布図
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やや古いが1981年の韓国の石灰石用途別出荷状況を示

すと表16-3の通りである｡同年の日本の石灰石の用途別

出荷比率は,鉄鋼用11.3劣,土建用20.9形,セメント周

55.5房であり,韓国の方がセメント用の比率が高い｡

以下に主要肢石灰石産業であるセメソト工業およびタ

ソカル工業について簡単に現状を述べる｡

○セメソト工業套

韓国石灰石の主要た消費先であるセメソト工業界は19

84年に9会社,12工場(クリンカｰ生産工場)で合計2,036

万t(能力の89%)のセメントを生産した｡最大の工場は

蟹龍セメント東海工場(能力8.7×10･t)で世界最大の単

一七メソト工場である｡韓国のセメントの輸出量は1983

年約500万tでインド,サウジアラビアが主要た輸出先

である｡韓国のセメソト工場の分布を16-2図に,会社別

規模を表16-4に示した｡

○タソカル

韓国のタソカルの1985年の需給関係を表16-5に示す｡

このうち軽タソカルの生産者は10社,総従業員は300名

という(韓ほか,1987)｡

1.4万灰拓の採掘法

韓国の石灰石の利用は最近の25年の間に急激に増加

し,このためセメント用,製鉄用に供される石灰石鉱山

地質二皿一ス425号�
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表16-4韓国のセメント工場および生産鐘

(1984年,単位:1,OOOt)

下

1東洋セメント

三陸2,580

�

3蟹龍セメント

�

引一

韓一セメント鴛浦/1･…

7現代セメント

丹陽1,400

表1伍一5韓国のタンカルの総需要嚢と生産･輸入髪

(単位:1,000t)

1�総需要�生産�輸入�

一�重タソカノレ�146�176�O

般�軽タソカル�62�62�O

用�小計�238�238�O

製�重タソカル�NA�O�NA

紙�軽タソカノレ�NA�7�NA

用�小計�16�7�9

合�計�254�245�9

8亜細亜セメント

堤川1,599

9星信セメント

丹陽2,012

10高麗セメント

長城613

11韓国高炉セメント

浦項684

12ユニオンセメント

清州30P

注No.は16-2図の番号に対応する工場はクリンカｰ工場の

存在地区を示す

(1984年度セメント統計年報,韓国洋灰工業会)

の開発方法と採掘設備は大型化し,自動化されてきてい

る｡これらの大観模た鉱山の採掘法は階段式採掘法で,

隻龍,東洋,星信だとのセメント会社の石灰石鉱山,製

鉄用石灰石を生産する済東興産の平海鉱山などではこの

方法を採用している｡グロリｰホｰル法を採用している

石灰石鉱山は忠清北道丹陽の韓一セメントの鉱山であ

る｡韓国内の中小規模の石灰石鉱山は傾斜面採掘法を採

用している,ところが多い｡堤川地区の将子鉱山は大規模

た鉱山(72万t/年)であるが,製鉄用の高品位鉱石を選

別採掘するために傾斜採掘法を採用Lている(崔ほか,

1984)｡論山石灰石鉱山(忠清南道論山郡可也面蓼山里)は石

灰用の石灰石(沃川累層群中)を坑内堀で採掘している

(徐,1983)｡

2.韓半島南部の宿灰;百を産出する地域の地質

朝鮮半島南部で石灰岩層を主としあるいは石灰岩層を

挟在する地層は,1.先カンブリア時代の地層,2.下部古

生代の地層,3.上部古生代の地層4.沃川累層群の地層

である｡これら各時代の地層のうち,下部古生代の朝鮮

累層群に属する大石灰岩層群が韓国の石灰岩資源の大都

1990年1月号

(韓ほか,1987)

分を供給している｡上記のほか,全羅南道珍島郡の珍鳥

の東部海岸に石灰質の砂層がある(Kim,1964)が,資源

的重要さはない｡

以下朝鮮半島南部の石灰岩を胚胎する岩層の地質につ

いて欠きた時代区分に従って述べる｡

2.1先カンブリア時代の地質

朝鮮半島南部に分布する先カンブリア時代の地層は変

成岩類で,時代的には,始生界,原生界に分けられてい

る｡原生界の変成岩は前期,中期,後期の3つの時代に

分けられている｡これらの古い時代の岩層は地理的には

沃川帯(NE-SW方向に朝鮮半島を横切って発達する幅約80

kmの構造帯)の南北に2分されて分布する地塊からな

り,北西の地塊はr京畿陸塊｣,南東に分布する地塊を

r嶺南陸塊｣あるいはr小白山陸塊｣と呼んでいる｡朝

鮮半島南部の先カンブリア時代の変成岩の地区別･時代

別層序を16-3図,その分布を16-4図に示す｡

京畿陸塊

京畿陸塊の北東都は始生界の京畿片麻岩複合岩体,前

期原生界の春川累層群,申一後期原生界の淀川層群から

構成されている｡京畿片麻岩複合体は古い方から富川層

群{主に片岩片麻岩で,石灰岩石灰珪酸塩岩を含

む},始興層群{京畿変成岩複合体の主体をなし,ミグ

マタイト片麻岩類で,薄い結晶質石灰岩を挟む},楊

平層群{主に縞状片麻岩}からたる｡春川累層群は,長

楽層群{変質礫岩,珪岩,片岩類},春城層群{片岩･片

麻岩類･結晶質石灰石}に分けられる｡淀川層群は,粘

板岩千枚岩から構成されている｡

京畿陸塊の南西都は始生界の瑞山層群(京畿片麻岩複合

岩よりも古い,片岩類珪岩,およびミグマタイト)と京畿片

麻岩複合体の富川層群,前期原生界の大山累層(厚い珪

岩･石灰岩からたり,長楽層群に対比される),中期原生界の

泰安累層(淀川層群に対比される)から構成されている｡�
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地質時代�京畿陸塊��嶺南隆塊(または小白山陸塊)

�SW部�NE郡�

中期後期原生界�泰安累層�淀川層群�

前期原生界�大山累層�春城層群春川累層群､長楽層群�栗里層群

始生界�京畿片麻岩富川層群複合岩体瑞山層群�揚平層群京畿片麻岩始興層群複合岩体富川層群.�遠南層群嶺南累層群舞域層群平海層群

(羅基昌､ユ982,Na,1987ヰ;Ki肌1987#による｡なお､小白山片麻岩複合体なる名称は智異山片麻岩複合体と

一連の片麻岩複合体の別地域の名称また瑞山層群は京畿陸塊で最も時代の古い京畿片麻岩やこれより若い

片麻岩が混在して構成されている岩体のようである)

‡inGeologyofKorea,(Leee乱1987)

16-3図朝鮮半島南部の先カンブリア時代の地層対比
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3.春川累層群(･摩天嶺系)

6.嶺南累層群

7.智異山片麻岩複合体

16-4図朝鮮半島南部の先カンブリア時

代の岩石分布図
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嶺南陸塊

嶺南陸塊は詳らかにたっていたいところが多いが,古

い方から,嶺南累層群,栗里層群,智異山片麻岩複合体

に分けられる｡嶺南累層群は古い方から平海層群{片麻

岩類片岩類から構成され,結晶質石灰岩を挟む},箕

城層群{変質火山岩類からたる},遠南層群から構成さ

れ,さらに遠南層群は下位から遠南層{主に変成泥質岩

と変成砂質岩の互層石灰岩の薄層と石灰珪酸塩岩を挟

在},東水谷層{主に千枚岩片岩で石灰岩の薄層を挟

む},将軍石灰岩層{主に塊状石灰岩からたり,虫喰石

灰岩石灰質粘板岩珪岩を挟む}で構成されている｡

栗里層群は片岩類珪岩から構成され乱

智異山片麻岩複合体(羅,1982)は嶺南陸塊の南西部

に分布し,嶺南累層群と栗里層群とが変成作用を受けて

生成したものと考えられている｡塊状花巌岩質片麻岩

斑状変晶片麻岩自粒岩珪岩だとの準片麻岩類と優白

質花闇片麻岩角閃石一片麻岩アノルサイト質片麻岩の

正片麻岩類から構成されている｡

嶺南陸塊の先カンブリア時代の岩層は種々の名称で呼

ばれてい乱1/25万の地質図(頭立地質鉱物研究所,1973)

は,小白山片麻岩複合岩体と智異山片麻岩複合岩体に分

け,1/100万の大韓地質図(1981)は,小白山変成複合岩

体,智異山変成複合岩体の名称を用い,羅(1982)はr韓

国の地質と鉱物資源｣の中でこの地区の先カンブリア時

代の岩層を,智異山片麻岩複合岩体としている｡Kim

(1987)はこれを小白山片麻岩･片岩複合岩体とし,小白

山変成複合岩体と智異山変成複合岩体と同じものとして

いる｡

2.2古生代の地質

2.2.1下部古生代

朝鮮半島南部の下部古生代の地層は韓国の石灰石の生

産量の95%を産出する資源的に重要た地層である｡下部

古生代の主要な地層は朝鮮累層群と呼ばれ,カンブリア

紀からオルドビス紀に至る時代の岩層である｡また,下

部古生代の地層として一部の限られた地域(江原遺族善

西方,平昌北東方)にシルル紀の檜洞里層が分布する｡

朝鮮累層群は江原道三陵付近から南西方向に忠清北道

･忠清南道にかけて分布しており,三陸一丹陽東部地区

(斗囲峰型),寧越一丹陽西部地区(寧越型),撞着地区(腔

善型),平昌地区(平昌型),聞慶地区(聞慶型),その他の

地区に分けられている｡16-5図に韓国の朝鮮累層群の分

布を示し,16-6図に韓国の古生代の主要た地層の層序を

示す｡

以下,上記5地区の朝鮮累層群についてやや詳しく述

べる｡

1)三陵一丹陽東部地区この地区の下部古生層は下

1990年1月号

位から,壮山珪岩層(層厚50-200m)猫峰スレｰト層(80

-150m),豊村石灰岩層(または,大基層,150-300㎜),花折

層(250-300血),銅店珪岩層(10-50m),斗務洞シェｰル

層(150-200㎜),莫洞石灰岩層(300-400m),織雪山シェｰ

ル層(50-100m),斗囲峰石灰岩層の各層で構成されてい

る｡壮山珪岩層と猫峰スレｰト層は｢陽徳層群｣を構成

し,豊村石灰岩層から斗囲峰石灰岩層まではr大石灰岩

層群｣に纏められている｡大石灰岩層群は韓国国土の約

8.4形,18,622km2を占めて分布する｡

壮山珪岩層は朝鮮累層群の基底層で,基底礫岩,暗灰

色珪岩,上部の含礫石灰岩よりたる｡

猫峰スレｰトは暗灰色･暗緑色のスレｰト,千枚岩か

らたり,薄い砂岩･石灰岩を挟在する｡

豊村石灰岩については鉱床の項で詳述する｡

花折層の下部(20-50m)は暗赤色スレｰトと石灰岩の

互層からたり,上部はいわゆる“虫喰石灰岩"(後述)の

優勢たのが特徴である｡頁岩･砂岩たどを挟在し,一部

石灰岩は級化層理(gradedbedding)が発達する｡銅店

珪岩層は主に暗灰色一褐色の珪岩からなり,頁岩と珪質

石灰岩を挟在する｡斗務洞シェｰル層は灰色一緑灰色の

石灰質頁岩と灰色一青灰色石灰岩の互層で,石灰岩中に

虫喰石灰岩の薄層が挟在する｡

莫洞石灰岩層は主に青灰色板状石灰岩からたり,石灰

質頁岩ドロマイト質石灰岩石灰岩礫岩が挟在する｡

織雪山ツエｰルは黒色頁岩と青灰色石灰岩の互層であ

る｡斗囲峰石灰岩は朝鮮累層群の最上部をだし主に淡灰

色一灰色塊状石灰岩からたり,石灰質頁岩粘土岩ド

ロマイト質石灰岩を随伴する｡石灰岩の層理の発達は一

般に良くたい｡また,部分的にpiso1itictextureを示

している｡

猫峰スレｰト層から斗囲峰石灰岩までは下位層を整合

に覆っている｡斗囲峰石灰岩層は上部古生代の平安累層

群の紅底層に不整合におおわれている｡

斗囲峰型の朝鮮累層群地区の地層の断面の2例を示

す｡16-7図は地質構造の比較的穏やかな地区のもの,16一

一8図には摺曲,断層の発達する地区の地質断面を示し

た｡

2)寧越一丹陽西部地区この地区の堆積盆は下位か

ら,三方山層(500-700m),磨蹉里層(150-400㎜),瓦谷

層(興万里層,200-500m),文谷層(三台山層,70-200㎜),

永興層(約400m)の各層からなる朝鮮累層群で構成され

ている｡

三方山層は主に緑灰色珪岩･砂岩と暗赤色一赤紫色頁

岩の互層で,石灰岩の薄層を挟在する｡

磨瑳里層は主に暗灰色石灰岩と黒色頁岩の互層をたす

地層である｡層厚は150-400mである｡その時代は最近�
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16-5図韓国の大石灰岩層群,沃川累層群中の石灰岩および紅底層の分布図(36叩以北)

(1/25万地質図および1/5万江景による)
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16-6図韓国古生代の地層
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16-8図雄善南部地区地質断面図(金外,1984)

畔花折層｡鋼底層舳莫洞層

は中部カンブリア紀から上部カンブリア紀の前期と考え

られている｡江原道寧越郡南面広川里地区では殆ど頁岩

の部分を挟まない塊状石灰岩から厚さO.5-1.0㎝のレン

ズ状の石灰岩と頁岩の互層まで,多様な岩層を示してい

る｡地層断面で見た石灰岩と頁岩の面積の比率は5:1

から1:2まで変化している｡

瓦谷層(興万里層)は主に淡灰色一乳白色ドロマイト質

石灰岩からなり,灰色一暗灰色ドロマイト質石灰岩を挟

在する｡本属の風化面は黒色一暗灰色を帯びる｡文谷層

(三台山層)は主に青灰色石灰岩からたる｡虫喰石灰岩

暗灰色頁岩淡灰色ドロマイト質石灰岩を挟在する｡永

興層は寧越型朝鮮累層群の最上部層で,主に暗灰色一淡

灰色石灰岩とドロマイト質石灰岩から構成されている｡

磨蹉里層から永興層までは下位の地層を整合に覆って

いる｡

3)施着地区腔着地区には撞着石灰岩層(300m+),

1990年1月号

行違層(50-200m)が分布する｡

雄善石灰岩は主に灰色一青灰色の石灰岩からなり,淡

灰色と暗灰色ドロマイト質石灰岩を挟在する｡下部に1

-3mの珪岩層が発達する｡行蓬層は主に黄色一黄褐色の

含礫石灰岩で,薄い青灰色一乳白色石灰岩を挟在する｡

4)平昌地区平昌地区の朝鮮累層群は変成作用を受

け,化石を産したいので層序区分の対比が難しい｡

5)聞慶地区聞慶型は斗囲峰型の延長と考えられて

いる｡

6)その他の地区小岩体として各地に独立して産す

る石灰岩体で,蔚珍郡の石灰岩,大田市東方の石灰岩岩

体などである｡

以上の各地区の型別朝鮮累層群の分布図を16-9図に示

した｡

檜洞里層雄善の北西から西の檜洞里地区および平昌

の北東地区に行蓬層を不整合に覆い,平安累層群に不整�
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16-9図朝鮮累層群地区別(型別)分布図(Lee,H.Y.,1987)

合に覆われる檜洞里層が分布する｡ドロマイト質石灰岩

および石灰岩を主とする地層である｡本属の石灰岩は不

溶残澁の量が平均17%と比較的高い(朴･張,1985)｡檜

洞里層は初期一中期シルル紀に属する｡

2.2.2上部古生代

韓国の上部古生層は平安累層群と呼ばれ,石炭紀･二

畳紀から中生代三畳紀に属する堆積岩類から構成されて

いる｡下位の堆積岩は海成層を主とし,上位の堆積層は

陸成層からたり石炭を挟在する｡下部古生代の朝鮮累層

群(ヵソブロｰオルドビス紀)との間には欠きた堆積の欠

除がある｡

上部古生層は下位より紅底層(石炭紀,200m±),寺洞

層(石炭紀一二畳紀,155m±),高坊山層(二畳紀,700m),

緑岩層(三畳紀,500m+)の各層で構成される｡海成層を

主とする地層は,紅底層,寺洞層の下部までである｡

上部古生層に対する上記の区分法は古い分類法で1960年

代まで広く使用されていた｡今目地質学者の問では別の

区分による地層名を使用しているが,鉱業技術者間では

現在でも上記の区分法を使用しているようである｡以下

各層について簡単に述べる｡

紅底層については後述する｡

寺洞層は良質の無煙炭を胚胎する黒色の堆積岩が特徴

で,下部寺洞層と上部寺洞層に分けられる｡下部寺洞層

は灰色暗灰色一砂岩炭質黒色頁岩無煙炭層下からた

り,海生の無脊椎動物の化石を含む暗灰色石灰岩の挟層

で特徴づけられている｡上部寺洞層は炭質暗色の砂岩

頁岩無煙炭で構成される｡高坊山層は砂岩で特徴づけ

られる｡緑岩層は緑色,赤色の砂岩頁岩礫岩からた

る地層である｡

たお,甲山層と呼ばれる地層は時代未詳とされていた

が,最近はコノドントだとの研究によって紅底層に対比

されている｡

2.2.3沃川累層群

韓半島南部を幅約80kmで東北一西南方向に走る沃川帯

に分布する地質は,堤原郡錦城面から聞慶を結ぶ線を境

に,著しく岩質を異にしている｡その東北部は下部古生

代の朝鮮累層群上部古生代と中生代の地層が分布し,西

南部には沃川累層群と呼ほれる変成堆積岩が分布する｡

沃川累層群の時代については2論があり,先カンブリア

時代に属するとするものと,下部古生代に属するとする

ものとである｡最近法川累層群の地層から大型の化石や

コノドントが発見され,沃川累層群は下一中部カソブリ

地質ニュｰス425号�
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ア紀からオルドピシス紀の岩層の可能性カミ高くなってき

た｡GeoIogyofKorea(1987)では沃川累層群は時代未

詳の堆積岩の項に入れて論じている｡

大田市南方に分布する沃川累層群は下部から香山里層

群(下部珪岩層上部黒雲母片岩層),文周里層,倉里層,

馬田里層,黄江里層で構成され,このうち石灰岩を主と

する馬田里層(MajeonriFomation)は忠清北道沃川郡

安南面,青城面に露出Lている｡

以上,韓半島の南半部の先カンブリア時代,古生代の

地質について述べたが,これらの地質時代の岩層のうち

石灰岩層は先カンブリア時代の岩層から二畳紀寺洞層の

岩層中に存在することが知られている｡この外には第四

紀の石灰岩(全羅南道の珍鳥)が調査され報告されている｡

3.;百灰;百を産出する地質および岩層

韓国でセメント用,鉄鋼用たどに大量に使用される石

灰石は1.2の例外を除いて,大石灰岩層群豊村石灰岩層

から供給されている｡この外,石灰石は中小規模の産業

として石灰,漆喰,石材など多様た用途のために地方的

た小規模の石灰岩岩体が資源として利用され,先カンブ

リア時代,沃川累層群,大石灰岩層群,紅底層の石灰岩

が採掘されてきている｡韓国で発表されている石灰石に

ついての多くの論文,報告書および1/5万地質図幅説明

書から石灰石鉱山あるいは石灰石の採掘の記載のあるも

のを選び,その地層および位置を示すと次の通りであ

る｡

○先カンブリア時代の岩層

瑞山層群

忠南瑞山郡近興面,同唐津郡松嶽面

京畿片麻岩複合岩体

京畿始興郡吾下面,西面,忠歯牙山郡塩時面

遠南層群

慶北漆谷郡倭館邑,慶北安東郡臨河,同緑転面,

慶北斎珍郡温井面(平海鉱山)

小白山片麻岩複合岩体

全南務安郡務安面,同成平郡成平目,全南長域郡

長城邑(高麗セメント原料石灰石)

○下部古生代の岩層

豊村石灰岩層

セメント製造用の石灰岩を採掘する大部分鉱山

一部製鉄用原料鉱山

(三台山層)

(江原寧越郡双竜面,隻龍鉱山*)

○上部古生代の岩層

紅底層(甲山層を含む)

1990年1月号

主に鉄鋼用,化学用に利用されている｡

○沃川累層群

忠北永同郡鶴山面(大善鉱山),黄湖面,竜山面,

同塊山郡清交面(富興鉱山),忠南錦山郡可也各

面(論山石灰石鉱山),利面(富利鉱山),済原面

(済原鉱山),全化益山郡砺凸面,全化完州郡所場

面(東洋石灰石鉱山),竜進面(龍進鉱山)

(*片山,1978,石灰石鉱業会編1980)

石灰石が鉱床として採掘され,あるいはスカルン型金

属鉱床の母岩となる石灰岩岩体のうち,2.3のものはそ

の地質時代が確定されていたい｡

1)全羅南道長城邑で高麗セメント会社が採掘してい

る石灰石は結晶片岩系に属するものと報告された(Suh,

1968)｡即ち,先カンブリア時代のものと認識されてい

た｡文(1982)も先カンブリア時代の石灰岩としている｡

しかし最近出版された1/5万地質図幅では異たる見解が

示されている｡｢新興｣図幅(金ほか,1982)では石灰岩

は時代未詳の雪玉里層のものとしている｡r松江｣図幅

(洪･ヌ,1986)この石灰岩層を含む変堆積岩を沃川累層

群に属するものとし,時代も古生代としている｡

2)慶尚北道蔚珍郡平海邑厚浦里の厚浦港海辺に位置

する石灰岩は時代未詳の厚浦里層中にある(Kang,1969)｡

鄭(1982)は平海鉱山は朝鮮累層群の厚浦里層内の石灰

石を採掘していると述べている｡金(1983)は蔚珍厚浦

里地区の遠南統の石灰岩が採掘されており,蔚珍石灰石

鉱山並びに平海石灰石鉱山が代表的であると述べてい

る｡

3)蔚珍郡西面三片里に将軍石灰岩と呼ほれる岩層が

ある｡羅(1982)は蜜南累層群遠南層群の石灰岩とし,

岩層から見て朝鮮累層群に対比する見解もあるとしてい

る｡Lee(1987)は先カンブリア時代のものと考えるが,

最近は時代決定の証拠は無いが(岩石的層位的類似性はあ

る)朝鮮累層群の一部と主張されている,と述べてい

る｡

4｡石灰宿鉱床

朝鮮半島南部で石灰岩を含む地層は,先カンブリア時

代の岩石,カソブロｰオルドビス紀の朝鮮累層群,シル

ル紀檜洞里層,石炭紀から三畳紀の平安累層群,および

沃川累層群の地層である｡これらに属する地層中,工業

原料資源として調査研究の対象とたった石灰岩を含む地

層は先カンブリア層中の倉石灰岩層,朝鮮累層群大石灰

岩層群の豊村石灰岩層磨瑳里層,平安累層群の紅底層

(甲山層)である｡以下,これらの各石灰岩含有層につ

いて石灰石鉱床としてみた特徴について述べ,また沃川�
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累層群馬田里層についても述べる｡

たお,朝鮮累層群の三台層,莫洞層の石灰岩も採掘さ

れていると言うが,資料が乏しいのでここでは省略す

る｡

ム.1先カンブリア時代の;石灰岩

先カンブリア時代の石灰岩で大規模に採掘されている

のは全羅南道長城郡の石灰岩である｡長城地区の先カン

ブリア層は小白山片麻岩複合岩体の変成堆積岩で,下部

から,雲母片岩珪岩絹雲母片岩石灰岩からたる｡

石灰岩層はNE方向に伸び,傾斜はNWである｡石灰岩

層は走向方向に11㎞ユ以上追跡でき,平均の厚さは120m

である｡層中には10m内外の厚さの片岩を挟在し,また

上部にドロマイト質の部分を挟在する｡石灰岩は結晶質

の部分と若干の綴密質の部分からたり,貫入花属片麻岩

体からの距離の近いほど結晶質の部分カミ優勢にたる傾向

がある｡

石灰岩層の上部は全般にMgOが高く,セメント原料

としては不良である｡中下部は一般にMg0カミ少たい｡

良質の石灰石の厚さは大略80mである｡

先カンブリアの堆積岩中には長城地区のほか,良質で

大規模た石灰岩体は開発されていない｡

4.2豊村;石灰岩

豊村石灰岩層は韓国で最も重要た石灰岩を主とする地

層で,韓国の石灰石需要量の約95%を供給している｡セ

メント原料用石灰石として重要た地層で,この目的のた

め長年調査が続けられてきたが,最近は鉄鋼用に使用可

能なより品位の高い部分の探査が行なわれている｡以

下,石灰石鉱床として調査された地区の豊村石灰岩層に

ついて述べる｡

豊村石灰岩層は朝鮮累層群大石灰岩層群の最下部をだ

し,暢徳層群の猫峰スレｰト層を整合に被っている｡層

厚は150-300mといわれる｡

豊村石灰岩層は主として露頭部における色相によって

下部から暗灰色･灰色･淡灰色･白色に分けられ,ある

いは,暗灰色･灰色･白色に分帯されている｡淡灰色部

と白色部は野外では肉眼では見分げ難いので,暗灰色･

灰色･白色の3色に区分して報告される例が多い｡この

分帯は大略の便向を示すもので,細かく見ると暗灰色,

灰色の部分内にも白色の部分が挟在している｡全体とし

て暗灰色部と灰色部が優勢で,灰色部と淡灰色部もやや

広いが,白色部は厚さが薄くかつ一定したい(30-50m)｡

白色部は豊村石灰岩最上部で上位の花折層に接する付近

に発達するが,水平方向の連続性は良くたいといわれ

る｡石灰石は明るい色の部分がCaOの含有率が高い｡

豊村石灰岩層中には黄色,紅色,淡褐色を帯びた部分

も小競模に分散して存在する｡江原道文谷地区では豊村

石灰岩層の中上端部と中下端部に,紅,黄色に着色して

いる石灰岩が小規模レンズ状に胚胎している｡紅色部は

粗粒質でこの部分は,石英10-20老,絹雲母30房,白雲

母10-20形,不透明鉱物10%,方解石30形から構成され

ているという｡淡黄色一黄色の部分は微粒質で,少量の

石英(1-2%)の外は方解石からたっている｡撞着東南

部地区では暗灰色石灰石の部分に泥質物質カミ多く,石灰

岩の層面に沿って発達している｡

豊村石灰岩層には少たくとも2枚のドロマイト,ドロ

マイト質石灰岩層を挟在する｡1枚は最上部白色部直下

に挟在する薄い層で,延長性は良好である｡一部には

M9020老以上の良質部も存在する｡他の1枚は灰色部

の下部にあり,良質部はM9020劣以上という｡これら

の関係を16-10図のI.に模式的に示した｡この図は江原

道旗善郡南面地区のものであるが,豊村石灰岩の色相に

よる分帯は,旗善東南部(金･高,1985),江原道三陵郡下

長面(金･高,1986)たどにも報告されている｡16-10図

II.には慶尚北道事化郡小川面第一蓮花鉛亜鉛鉱山坑内

観測による豊村石灰岩の岩相分類柱状図(Yun,1978)か

ら,色相とMg0の含有の項のみを抽出し,比較参考の

ために図示した｡

豊村石灰岩構成鉱物の粒度は一般的には次の様に言わ

れている｡白色部と灰色部の上部は微粒質一細粒質結晶

からたり,灰色部下部と暗灰色部は中粒質一粗粒質結晶

からなっている｡旗善南部では灰色部が細粒質一微粒質

で,白色部が中粗粒質のところもある｡微粒質,細粒質,

中粒質,粗粒質というのはFo1kの分類のvery五ne1y,

丘ne1y,mediumおよびCoarSe1yCrySta11ine咋こ相当す

る｡

石灰石の色と化学組成は次の様た関係がある｡白色と

淡灰色の部分はCa045-55%,Si021%内外,灰色一暗

灰色の部分Ca047-53房,Si0.3-10%含有している｡

例外もあり,撞着南部地区では灰色の部分よりも白色の

部分がかえってSi02高い所もある｡

豊村石灰岩の石灰質部を構成する要素は,Fo1kの分

類によるとdismicriteおよび｡ospariteと報告されて

いる｡豊村石灰岩層最下部の｡ospariteのa11ochemは

｡o1ite80%,intrac1ast15形,化石とpe11et5%であ

り,最上部のそれは｡o1ite75形,intrac1ast10%,化

石とpe11et15老で構成されているという｡本属最上部

の｡ospraiteの化石は三葉虫,腕足類たどであるとい

う｡ooliteの粒径は1,O-2.0mmである｡

4.3紅底層

石炭紀の末期に堆積した紅底層は主に緒色シェｰル,

淡黄褐色シェｰル,雑色砂岩,淡緑色砂岩,白色ないし

淡色の石灰岩および薄い礫岩から構成されているが,所

地質ニュｰス425号�
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I.江原族善郡南面文谷北部地区(趨ほか､1986)

II.慶北奉化郡小川面蓮花鉱山地区(ヂ､ユ978)

16-10図豊村石灰岩層模式柱状図

によって構成比率は著しく異たっている｡紅底層の厚さ

は420mである｡紅底層中に挟在する石灰岩層も数枚か

ら20枚以上に達する所もある｡紅底層の時代は上下隈に

問題が多いので一部の時代の明らかだ部分をとって,晩

項層と命名している｡晩項層の層厚は180-300mで普通

200mであると言われる｡

紅底層中の石灰岩層は地層の榴曲によって反復露出す

るので,党かげの枚数や層厚は様々である｡江原道寧越

郡寧越邑地区では4枚各30m±,同じく寧越邑の別の地

区では5層30m±(地表幅26-70m),忠北堤川郡堤川邑地

区(甲山層)6-7層,露頭での幅25-100mなどである｡

16-!1図に江原道寧越邑北側の紅底層を含む地区の地質

図を示した｡紅底層中の石灰岩の胚胎状況を良く知るこ

･1990年1月号

とができる｡

紅底層の石灰岩の色は淡灰色たいし灰白色で,粒度は

細かく(ine-veryine),比重は2.66-2.70(甲山層),8-

12個平均で2.69-2.70である｡比較的品位が良く,不純

鉱物としては,石英チャｰト質石英粘土鉱物磁鉄

鉱を含んでいる｡

4.4沃川累層群馬田里層

沃川累層群の馬田里層は1/5万･報恩地質図幅(1977)

内においては,比較的純粋肢石灰岩,粘板岩,雲母片

岩,緑泥片岩から構成されている｡馬田里層の下部は石

灰岩と粘土質岩の互層である｡石灰岩は巨晶の方解石を

主成分鉱物とし,これに石英がポイキリテイク組織を示

して点在する｡この外に,透角閃石白雲母緑簾石を�
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伴っている｡石英の量は数形といわれるが,化学分析値

から推定すると石英の量はより多いようであ乱本層の

上部の石灰岩は細粒等粒質で,黒雲母を伴うという｡

1/5万･大田地質図幅(1980)内の馬田里層は,結晶質

石灰岩,石灰質スレｰト,石灰珪酸塩岩からなり,結晶

質石灰岩は暗灰色あるいは灰白色で,方解石約90房,石

英約2房,白雲母約4%,炭質部約3%と記されている｡

忠清南道論山郡可也面蓼山里の論山石灰石鉱山は文周

里層中の石灰岩を採掘するが,1/5万の江景地質図幅で

見る限りでは石灰岩岩体の規模は大きくたい｡

4.5特異な外観を呈する垢灰岩

韓国の石灰岩には野外で見られる2つの顕著た現象が

ある｡1つは,虫喰石灰岩であり,他は粉末状石灰岩で

＼7

一

16-11図

寧越地区の紅底層石

灰岩鉱床の地質図

紅底層中の黒色都は

石灰岩を意味する

ある｡鉱床として採掘されてはいたいが,特徴的た岩相

を示すので以下に記しておく｡

虫喰石灰岩(wom-eaten,vermicu1ar,decayedlime-

StOneたどと表現されている)は大石灰岩層群花折層に特

徴的に見られる岩相で,露頭風化部が虫喰い状の様相

を示す石灰岩を指すものである｡虫喰石灰岩は風化表面

で地層の層理に並行な方向へ,幅1㎝,長さ数㎝,深

さ1cm内外の凹凸を示すものである｡江原道三陵郡長

省邑銅店地区の虫喰石灰岩についての研究報告(Cheo-

ng,1964)によると,この地区の虫喰1石灰岩は次の4つ

に分類されている｡1)団塊互層状2)板状互層状

3)分級互層状4)層間礫岩状である｡虫喰現象は化

学組成を異にする2種の石灰岩が選択的に溶食作用を受

地質ニュニス425号�



韓国の非金属鉱物資源(8)

一19一

けたために生成したものである｡凹部はSi02が低く,

凸部はSi02が高い｡この両者の化学組成の1例を示す

と次の通りである｡

Si02CaC03MgC08A1203MnOFeO･Fe20畠

凹部14.4178,292,073,280,021.71(劣)

凸部50.7840,073,273,890,031.82%

また,地層の上下判断を可能にする級化層理(graded

bedding)が多いという｡

虫喰石灰岩はチャｰト質石灰岩の堆積環境で海底地ヒ

りたどによる撹乱を受けて生成したといわれる｡三陵炭

田地区の研究では,石灰岩と頁岩の繰り返し堆積(cyc1ic

deposition)の後の不均質加重と圧縮によるものと述べ

られている｡花折層中の虫喰石灰岩の比率は,三陵炭田

地区では50-87劣位である｡

なお,虫喰石灰岩は花折層のほか,磨蹉里層上部(Kim

andPark,1963),平海地区の厚浦里層の一部,玉渓地区

の院坪層(豊村石灰岩層上に不整合),斗務洞層(?)(Rym,

1971)などの地層の石灰岩層中に知られている｡

粉末状石灰岩は江原道雄善郡新東面礼美里地区のもの

が報告(KimandPark,1958)されている｡ここでは粉

末状石灰岩は大石灰岩層群の石灰岩の露頭部にみられ,

普通,白,灰白,灰,淡褐色を呈する｡粉末状石灰岩の

発達する範囲はNE方向に800m,EW方向に500mで,

この範囲内に多くの幅数㎜一100mの粉化していない石灰

岩がNE方向に突出して露出し,その間は粉末石灰岩と

たっている｡粉末状石灰岩の部分の深さは10-40㎜に達

している｡粉末部の化学組成は21試料の平均でCa0

37.01,Mg06.55,Si012.19劣で,周囲の石灰岩のそ

れと変わらないという｡粉末化作用は石灰岩層理面の層

選択的風化作用によるものであろうという｡

4.6宿灰万鉱床の地質構造

韓国の石灰岩鉱床のうち工業的に重要なものは長城地

区の先カンブリア時代の石灰岩,下部古生代大石灰岩層

群の石灰岩,上部古生代紅底層の石灰岩および沃川累層

群中の石灰岩である｡これら各時代の石灰岩はいずれも

地質時代が古いこと,古生代の石灰岩が沃川構造帯に胚

胎することたどのために,変成作用を受けたり,断層,

榴出作用を受け,転位変形していることが多い｡さら

に,後期の花開岩の貫入を受けて変成し,さらに変形,

変質し,あるいは斑岩次どの半深成岩岩脈の貫入を受け

ている｡このため石灰岩岩体の構造は複雑なことが多

い｡地質構造による地層の撹乱は石灰石の採掘に影響を

与える｡以下,時代別に幾つかの地区の石灰石鉱床の例

を示する｡

1)先カンブリア時代の石灰岩

先カンブリア時代の石灰岩で採掘されたものは,瑞山

層群中,京畿片麻岩複合岩体中などに知られているが,

これらの岩体中における石灰岩岩体の構造について報告

されたものは無い｡全羅南道長域郡長城邑付近には小白

山片麻岩複合岩体に属する石灰岩岩体が欠きた岩体をだ

して分布している｡この石灰岩岩体は長さ11㎞,厚さ

120mで,走向N25-55℃,傾斜6ぴNW程度が支配的で

あり,一部SEに傾斜するところもある｡本石灰岩岩体

は時代が古いにも拘らず著しい断層,摺出作用は受けて

いたい｡

2)下部古生代の石灰岩

下部古生代の石灰岩のうち主要た採掘の対象にたって

いる岩層は朝鮮累層群大石灰岩層群の豊村石灰岩層(大

基層)である｡大石灰岩層群の分布は16-6図に示してあ

るが,これからも解るように複雑た地質構造の影響を受

けている｡欠きた規模での地質構造は1/25万分の1の韓

国地質図によく示されている｡しかし石灰石を採掘する

立場,即ち石灰岩を鉱床としてみる場合はより細かい地

質構造を知るため1/5000-1/20,000の鉱床図の縮尺でみ
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ユ.永興層2.紅底層(太線

16-12図寧越地区の紅底層の東西断面図(金ほか,1982)

1990年1月号

石恢岩)

3.寺洞層�
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る必要があ札韓国政府機関が行った石灰石鉱床の調査

研究により,小規模地質構造と鉱床との関係を示す多く

の例を知ることができ札16-7図は地質構造の比較的単

純な例であり,16-8図は地質構造の複雑な地区の例であ

る｡

○上部古生代の石灰岩の例

上部古生代平安累層群の紅底層中の石灰岩は比較的品

質の良い石灰岩として知られている｡しかし石灰岩層の

厚さは20-30mと薄いために地質構造による転位,切断

に拘らず,大規模た採掘には道さたい｡16-12図に紅底

層を含む地区の地質の断面図を例示した｡この図は16-

11図の東西方向の断面である｡

○沃川累層群

沃川累層群中の石灰岩層は欠きた岩体で品質の良い

ものはあまり知られていない｡従って大規模に採掘され

た例は少ない｡沃川累層群中の石灰岩岩体の地質構造に

よる影響についての報告の例は無いようである｡

<つづく>

<受付:1989年8月30目>

一一一一地学と切手……一………………………一…………………一……………一………一一一一一______

ルｰマニア宿泊且｡o年

倮�

ルｰマニアの石油賦存はかたり古くから知られていた

ようであるが,石油事業が組織的に行われる様になった

のは1850年代後半以降のこととされている｡ルｰマニア

では1857年を石油事始めとして,1957年に石油100年を

記念した切手3種を発行Lた｡そのうち2種は同じ図案

である｡20bは100年後の油井と石油化学工業,55bは

100年前の馬を利用してロｰタリｰを廻している情景を

現わしている｡

第二次世界大戦前からのルｰマニアの石油産地は,カ

ルパチア東部地域,山脈北東部のモルダビア地域だっ

た｡カルパチア東部地域のピラステイ地区にあるブステ

ナリ,モレニ,ポルデステイ等の油田は第二次大戦以前

からの大油田で,同じ背斜上の同一油田と考えられてい

る｡モルダビア地域でも小規模油田が戦前から稼行され

ていたカミ,深層開発によって,再び活況をとりもどして

いる｡

ルｰマニアの原油生産量は1960年には1,300-1,550万

k4と次第に増えつつあり,1967年の原油埋蔵量も1,111

×106bb4と他の東欧諸国を断然しのいでいる｡ルｰマニ

アが東欧諸国の中で独自の政策を遂行出来たのも,エネ

ルギｰ資源の豊富さに負っていたのかも知れない｡

一方天然ガスの生産も第二次大戦後1950年代に目ざま

しい発展を遂げた｡1955年には32.2億㎡,1960年には

65.4億㎡,1967年には160億㎡と逐年のびている｡初め

はルｰマニア西部地域が中心であったが,1950年代後半

にはトラシシルバニア南西部地域,更に首都ブカレスト

の近傍に新しいガス田が開発され,1967年の埋蔵量は

2,000億m筍と数えられている｡生産1量は油田において採

取される油田ガスは計上されていたいので,実際の生産

量は上記をかたり上回るものと考えられる｡この様にし

て増産された天然ガスは,生産地近郊における都市ガス

用のほか,化学肥料,合成繊維,合成ゴム,プラスチッ

ク等の石油化学用の原料に使用され,ルｰマニア経済発

展の基盤となっていた｡

世界の石油と天然ガス1969年石油鉱業連盟･

天然ガス鉱業会352p.によった｡
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